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　本資料には、将来の業績および計画等に関する記述が含まれています。こうした記述は、本資料作成時点における入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定
を前提としており、かかる記述および仮定は将来実現する保証はなく、実際の結果と大きく異なる可能性があります。
　また、事業戦略や業績等、将来の見通しに関する事項はその時点での株式会社みずほフィナンシャルグループおよびグループ会社の認識を反映しており、一定のリスクや不確実性等が含ま
れています。これらのリスクや不確実性の原因としては、与信関係費用の増加、株価下落、金利の変動、外国為替相場の変動、法令違反、事務・システムリスク、日本における経済状況の悪
化その他さまざまな要因があげられます。これらの要因により、将来の見通しと実際の結果は必ずしも一致するものではありません。
　株式会社みずほフィナンシャルグループおよびグループ会社の財政状態および経営成績や投資者の投資判断に重要な影響を及ぼす可能性がある事項については、本資料の他、有価証券報告
書、決算短信等の本邦開示書類や米国証券取引委員会に提出したForm 20-F年次報告書等の米国開示書類等、株式会社みずほフィナンシャルグループが公表した各種資料のうち最新のもの
をご参照ください。
　株式会社みずほフィナンシャルグループは、業績予想の修正等将来の見通しの変更に関する公表については、東京証券取引所の定める適時開示規則等に基づいて実施します。したがって、
最新の予想や将来の見通しを常に改定する訳ではなく、またその責任も有しません。

本誌は、銀行法第21条および第52条の29に基づいて作成したディスクロージャー資料です。
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パーパス
ともに 挑 む 。 ともに 実 る。みずほグループ

の存在意義

お客さまの立場で考え、誠心誠意行動する
強い思いを持ち、楽しく働く
迅速に決断し、実践する
何事にも関心を持ち、創造力を磨く
多様な意見に耳を傾け、協力する
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・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・

・・・・・

バリュー 変 化 の 穂 先 で あ れ 。
パーパスを実現
するための
価値観・行動軸

企業活動の
根本的な考え方

基本理念 〈 みず ほ 〉は、フェアで オープンな立 場から、
時 代 の 先を読 み、お 客さま、経 済・社 会、
そして 社 員 の〈 豊かな 実り〉を実 現 する。

〈みずほ〉の企業理念
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